
自己評価（前年度） 

※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用いて 

自己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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継続して養護についての園内研修を行い、職員会議で人権やケアについて話し合うことで、受容

的な関わりに対する意識を持つことができている。地域とのつながりでは、日常のあいさつやゴ

ミ拾いなど当たり前のつながりを大切に、顔見知りの関係構築に努めたい。 

保育については、職員間で思いを共有し、環境にも反映しながら子ども自らやってみたい！と心

動かされるようなアプローチを続けていきたいと思う。 

 

 

 

 

 

項  目 内     容 

保護者との信頼の構

築 

感染症や災害への取り組みを発信し、伝えていく（年２回） 

地域との信頼の構築 園内研修や見学、ひろばと連携し、重層支援整備事業の知識を高め、講

座を計画し、コミュニティ強化へつなげていく（年２回） 

 

こどもの人権につい

ての学び 

こどもの人権について考える機会をもち、人的環境について意識をむけ

ていくよう園内研修をすすめていく（年２回） 

 

 


